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２０１４年度
白梅学園大学地域交流研究センタープロジェクト報告
　地域交流研究センターの研究活動は，平成 26
年度で５年目を迎え，継続して地域交流の活性化
を目的とした実践研究に取り組んでいます。以下
に，今年度の活動内容をプロジェクトごとに報告
します。
◎発達・教育相談室
　発達・教育相談室では，継続して地域の保育
者・保護者といった方々を対象として，相談，研
修，研究の活動を行っています。相談活動とし
て，地域の保育所等に出向いて保育者の相談を受
ける「訪問相談」を延べ 25 回，地域の保護者と
子どもが来室して相談を受ける「個別相談」を延
べ 60 回実施しました。また，お子さんに対する
発達検査，知能検査を延べ 17 回実施しました。
　研修活動として，市内の小学校からの依頼を受
けて，教員向け研修会を1件実施しました。また，
発達・教育相談室主催として，「多職種の視点を
学ぶ」というテーマで，地域の支援者向け研修会
を 3回開催しました。参加人数としては，１回目
52 名，2回目 58 名，3回目 58 名でした。小平市
だけでなく，幅広い地域からご参加いただけまし
た。
　外部機関との連携として，小平市発達を支援す
る連絡会へ参加するほか，個別に小学校，保育園，
療育施設などとの情報交換を行っています。
　学内との関係として，白梅学園大学の学生と一
緒に，発達支援が必要な地域のお子さんを呼び，
「一緒に遊ぶ会」を開催いたしました。計 3回実
施し，子ども延べ 11 名，学生延べ 15 名，大学
院生延べ 1名の方にご参加いただきました。
　発達・教育相談室　（室長　市川奈緒子）
　　　　　　（相談員　飯野雄大）
◎障がいのある子もない子もワークショップ実践
研究
　本研究グループは，小平市療育委託事業のアー
トワークショップ，通称「だれでもワークショッ
プ」の実践をもとに，ユニバーサルで普遍的な交
流活動の実践研究に取り組んでいます。
　今年度は，障がいのある就学前の子どもを対象
とした造形ワークショップを，年間 12 回（火曜
日開催：杉山ゼミナール企画運営）実施し，障が
いのある小学生を対象とした造形ワークショップ
を年間 10 回（土曜日開催：子ども学部有志）実
施しました。参加人数は，火曜ワークショップが，
15 名（延べ人数 154 名），土曜ワークショップが
14 名（延べ人数 137 名）でした。
　また，夏休みと春休みには，障がいのある子も
ない子も参加できる「演劇ワークショップ」を，
年間２回，計４日間実施しました。夏の演劇ワー
クショップ「真夏の色探し～花火を打ち上げるの
は君だ～」の参加者は，24 名（延べ人数 46 名），
春休みの演劇ワークショップ「セーブ・ザ・ゲー
ム～仲間と共にゲームを救え！～」が 23 名（延
べ人数 45 名）となりました。
　また，「だれでもワークショップ」には，多く
の見学者が訪れ，なかでも東京都美術館の「ミュー
ジアムスタートあいうえの・のびのびゆったり
ワークショップ」には，具体的なワークショッ
プの手法が提供されました。これらの事例は，
2015 年４月発行の『造形ワークショップ入門』（武
蔵野美術大学出版局）に掲載されました。
　障がいのある子もない子もワークショップ実践
研究　　　　　　　　　　　　　　（杉山貴洋）
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◎ 食育でつなぐ地域と大学教育
　「食育でつなぐ地域と大学教育」では，2011 年
度から引き続き 5歳児を対象とした食育ワーク
ショップを展開し，のべ 180 名の子どもが参加
しました。全体の運営は，林ゼミナールの学生
18 名が中心となり，保育者，保護者と連携しな
がら進めました。調理には透明な鍋を使用し，食
材の変化を目で見える形にする事で子どもの自発
的な気づきにつながるように工夫し，様々な性格
の子どもが気持ちや体験を共有しやすい形にしま
した。また，当日の子どもの記録を保護者に即日
渡し，家庭での再現性を高め，獲得した知識・技
術の定着，子育てへの自己効力感を高める事を
目指しました。2月に行われた白梅子ども学会で
は，本ワークショップの展示を行い，多くの子ど
もたちと保護者が来訪しました。
　第 8回キッズデザイン賞「子どもの産み育て支
援デザイン地域・社会部門」を受賞しました。
食育でつなぐ地域と大学教育　（林　　薫）
◎総合的地域交流
総合的なプロジェクトは小平西地区地域ネット
ワークと連携して，ネットワーク内の民生児童委
員との協力及び地域センターや小学校，あるいは
小平障害福祉センターや地域公民館（小川西，小
川）との協力のもとに，白梅学園と地域を繋ぐ取
り組みを進めてきた。具体的には小川西公民館祭
り，及び小川公民館祭りへの学生の参加，障害福
祉センターまつりでのボランティア参加，小平第
13 小学校青少対祭りへのボランティア参加など
がある。
　さらに地域交流に欠かせない行政との連携をす
すめ，小平第十三小地区の防災ネットワークに学
生と共に参加し，地域のつながりづくりに貢献し
てきている。
　多文化共生の視点からは，小平市国際交流協会
（KIFA）との連携をすすめ，外国人の日本語学
習時における保育のボランティアに学生が継続し
て参加している。また，子育て広場（地域子育て
支援演習）における朝鮮大学校の学生や教員の参
加もこの視点からの取り組みである。
世代間交流では，8 月末に世代間交流コーディ
ネーター講座を開き，20 人ほどの受講生を得て
継続的な取り組みが行われた。
生涯遊び心形成については，子ども期の遊びや遊
び心の大切さを大人が理解すること，また大人自
身も遊び心を失わないようにする必要性につい
て，地域に広めていく取り組みの一つとして，白
梅幼稚園の子どもと親を考える講座（9月 19 日）
で報告を行った。
総合的地域交流　（瀧口優・小松歩）
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